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５Ｇ（第５世代移動通信システム）の実現を目指す上で、ITU-Tでの検討におけるFuture Networks技
術の将来モバイルネットワークへの適用や有線と無線の連携技術等の検討加速、及びITU-R等の他の標

準化団体や５Ｇの推進団体との連携等の必要性等を提案する。 
本寄書は、「我が国としての意志を明示することが必要又は有効なもの」に該当するため、日本寄書

とする。 
 
寄書の内容： 

１．日本においても５Ｇは将来の重要な情報通信システムになると考えており、産学官連携で研究開

発、標準化、アプリケーションの検討や方向付けを推進する場として、昨年９月に「第５世代モバイ

ル推進フォーラム」（The Fifth Generation Mobile Communications Promotion Forum（5GMF））が

発足し、オールジャパンでの検討体制で進めている。 

２．５Ｇは、無線技術だけでなく、５Ｇネットワークを支えるモバイルフロントホールやコアバックボ

ーンのネットワーク課題も含め、無線と有線技術が連携したトータルな通信ネットワーク技術に関す

る検討が必要。 

３．ITU-TのSG13においては、Future Networks技術の将来モバイルネットワークへの適用、有線と無

線の連携技術について、検討を加速することが期待される。 

４．検討においては、ITU-RのWP5DにおけるIMT-2020の検討と連携し、ITU-Tとして貢献できるネッ

トワーク課題を明らかにするとともに、世界各地域で活動している５Ｇの推進団体と連携しながらギ

ャップ分析を行い、５Ｇモバイルを支えるネットワーク技術に関する要求条件やアーキテクチャを整

理していく必要がある。 

５．IMT-2020はIMT-2000やIMT-Advancedからの移行と発展が重要であり、ITU-Rや3GPPなどとの連

携方針を考慮する必要がある。 

 
勧告に対する外国の状況： 韓国、中国等において５Ｇ検討を推進する動きがある。 
 
他のＳＧ、他の機関との関連： ITU-R、3GPP、5GMF等 
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